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の
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史
的
課
題
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紀
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正
統
論
の
形
成

齋
藤
　
公
太

は
じ
め
に

　

近
世
日
本
の
思
想
史
に
お
い
て
「
正
統
」
と
い
う
概
念
が
論
じ
ら

れ
る
際
に
は
、
儒
学
に
由
来
す
る
「
正
統
」
と
北
畠
親
房
の
『
神
皇

正
統
記
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
別
種
の
「
正
統
」
が
交
錯
し
て
い
る

こ
と
は
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た（

（
（

。
前
者
の
「
正
統
」
が
地
域
や

時
代
に
限
定
さ
れ
な
い
普
遍
妥
当
性
を
称
す
る
の
に
対
し
、
後
者
の

「
正
統
」
は
「
天
壌
無
窮
」
の
皇
統
に
限
定
し
て
用
い
ら
れ
、
三
種

神
器
や
「
神
道
」
と
い
っ
た
観
念
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
。
と
は

い
え
近
世
の
思
想
家
は
『
正
統
記
』
か
ら
無
媒
介
的
に
後
者
の
「
正

統
」
概
念
を
受
容
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
南
北
朝
時
代
の
『
正
統

記
』
と
近
世
思
想
の
間
に
は
テ
ク
ス
ト
の
伝
承
過
程
が
介
在
し
て
お

り
、
そ
の
背
景
に
は
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
の
思
想
史

上
の
潮
流
が
存
在
し
て
い
た
。
本
報
告
は
か
か
る
視
点
か
ら
十
六
・

十
七
世
紀
に
お
け
る
『
正
統
記
』
受
容
と
正
統
論
の
形
成
過
程
と
の

関
わ
り
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る（

（
（

。

一
、『
神
皇
正
統
記
』
の
正
統
論

　

そ
も
そ
も
『
正
統
記
』
は
、「
神
代
よ
り
正し

や

理う
り

に
て
う
け
伝
へ
る

い
は
れ
を
述の

べ
むこ

と
を
志

こ
こ
ろ
ざ
しき

。
常
に
聞
ゆ
る
こ
と
を
ば
の
せ
ず
。
し

か
れ
ば
神じ

ん

皇わ
う

の
正し

や

統う
と

記う
き

と
や
名な

づ

け
侍は

べ
るべ

き（
（
（

」（
序
論
）
と
あ
る
よ
う
に
、

「
正
理
」
に
よ
り
継
承
さ
れ
た
皇
位
の
系
譜
と
し
て
の
「
正

し
よ
う

統と
う

」
を
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21　十六・十七世紀における『神皇正統記』の受容と正統論の形成

主
題
と
し
て
書
か
れ
た
書
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
南
北
朝
期

の
政
治
状
況
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
中
世
的
な
「
家
」
の
確
立
に
と

も
な
う
正
統
概
念
や
、
仏
教
・
朱
子
学
に
お
け
る
正
統
概
念
の
展
開

が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
正
統
記
』
で
語
ら
れ
る
「
正
統
」
と
は
、
天
照
大
神
の
神
勅
に

よ
り
、
無
窮
に
続
く
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
皇
統
に
の
み
適
用
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
多
数
に
枝
分
か
れ
し
た
皇
統
の
な
か
で
、「
正
統
」

と
さ
れ
る
の
は
神
武
天
皇
か
ら
現
在
の
皇
位
継
承
者
に
至
る
父
子
一

系
の
血
統
に
限
ら
れ
る
。
親
房
は
「
正
統
」
が
あ
ら
か
じ
め
決
定
さ

れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
語
る
一
方
で
、
歴
史
に
お
け
る
道
徳
的
応
報

と
い
う
観
念
を
背
景
と
し
て
、
天
照
大
神
が
三
種
神
器
の
象
徴
を
通

し
て
伝
え
た
三
つ
の
君
徳
、「
正
直
」「
慈
悲
」「
智
慧
」
を
体
現
し

た
天
皇
の
系
譜
が
「
正
統
」
に
な
る
こ
と
を
も
示
唆
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
「
正
統
」
の
系
譜
が
事
後
遡
及
的
に
変
動
し
う
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る（

（
（

。
こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
内
包
し
つ
つ
、『
正
統
記
』
は
足

利
政
権
に
対
峙
す
る
状
況
下
で
天
皇
の
統
治
の
正
統
性
を
立
証
し
よ

う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

二
、
十
五
世
紀
に
お
け
る
『
正
統
記
』
受
容
の
概
況

　

十
六
世
紀
の
『
正
統
記
』
受
容
に
関
し
て
は
、
近
年
只
見
本
『
正

統
記
』
の
よ
う
な
写
本
の
受
容
過
程
を
め
ぐ
っ
て
新
た
な
研
究
の
展

開
が
見
ら
れ
る
が（

（
（

、
こ
こ
で
は
朝
廷
の
中
で
神
道
や
古
典
学
を
担
っ

た
人
々
、
と
り
わ
け
吉
田
家
と
清
原
家
の
動
向
に
注
目
し
た
い
。
十

六
世
紀
に
先
立
っ
て
、
十
五
世
紀
に
お
い
て
す
で
に
吉
田
家
と
そ
の

周
辺
に
お
け
る
『
正
統
記
』
受
容
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も

吉
田
家
（
卜
部
氏
）
は
神
祇
権
大
副
を
務
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
鎌

倉
初
中
期
以
降
は
神
祇
故
実
や
『
日
本
書
紀
』
研
究
を
「
家
学
」
と

し
た
家
で
あ
っ
た（

（
（

。『
日
本
書
紀
』
に
関
す
る
吉
田
家
の
秘
伝
の
継

承
は
十
五
世
紀
に
一
時
期
断
絶
す
る
が
、
そ
の
秘
伝
を
継
承
し
、
吉

田
兼
富
に
返
伝
授
を
行
っ
た
の
が
一
条
兼
良
で
あ
る
。

　

兼
良
の
『
日
本
書
紀
簒
疏
』（
康
正
年
間〈
一
四
五
五
～
五
七
〉成
立
）

で
は
、
と
り
わ
け
「
三
種
神
器
は
神
書
の
肝
心
、
王
法
の
枢
機
な

り（
（
（

」
な
ど
と
す
る
三
種
神
器
論
に
、『
正
統
記
』
の
影
響
が
見
ら
れ

る
。
兼
良
は
こ
の
よ
う
な
三
種
神
器
論
を
足
利
義
尚
の
た
め
に
著
わ

し
た
政
道
書
『
文
明
一
統
記
』（
文
明
十
一
年〈
一
四
七
九
〉成
立
）
の
な

か
で
も
展
開
し
て
お
り
、『
正
統
記
』
の
正
統
論
の
文
脈
か
ら
切
り

離
し
、
足
利
将
軍
の
た
め
の
政
治
倫
理
と
し
て
そ
れ
を
述
べ
て
い
る
。

　

吉
田
兼
俱
に
よ
る
『
日
本
書
紀
』
の
抄
物
で
あ
る
『
日
本
書
紀

（
神
代
巻
）
抄
』
は
、
吉
田
家
の
家
学
と
『
簒
疏
』
の
注
釈
を
ふ
ま
え

て
成
立
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。『
日
本
書
紀
抄
』
で
は
「
吾
国
至
二

万

代
一

不
レ

変
二

其
姓
一、
天
照
太
神
御
子
孫
也
」、「
百
王
百
代
ト
云
タ
書

ア
ル
ハ
、
百
ハ
数
ノ
極
也
、
与
二

天
地
一

不
レ

可
レ

極
也（

（
（

」
な
ど
と
、
皇

統
の
無
窮
性
が
『
正
統
記
』
の
言
説
に
基
づ
い
て
説
か
れ
、
三
種
神
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器
に
関
し
て
も
や
は
り
「
胸
中
不
レ

留
二

一
物
一

処
、
即
鏡
也（

（
（

」
と
い

う
よ
う
に
、『
正
統
記
』
に
基
づ
き
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
兼
俱
の
『
日
本
書
紀
抄
』
で
は
『
正
統
記
』
の
引
用
が
多
く
見
ら

れ
る
が
、
出
典
を
伏
せ
、『
正
統
記
』
を
漢
訳
し
た
上
で
引
用
し
て

い
る
点
が
興
味
深
い
。
た
と
え
ば
「
心
不
レ

貯
二

一
物
一、
而
可
レ

止
二

於
虚
無
一

ト
云
ハ
、
神
道
ノ
要
文
也（

（1
（

」
と
い
う
一
節
は
、「
其
源
と
云

は
、
心
に
一
物
を
た
く
は
へ
ざ
る
を
云
。
し
か
も
虚
無
の
中
に
留
る

べ
か
ら
ず
」（
応
神
天
皇
条
）
と
い
う
『
正
統
記
』
の
記
述
を
ふ
ま
え

た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
あ
た
か
も
古
代
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
か
の

よ
う
な
「
神
道
ノ
要
文
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
十
五
世
紀
の
朝
廷
に
お
け
る
『
正
統
記
』
受
容
は
上
述

の
兼
良
と
兼
俱
に
限
ら
れ
な
い
。
兼
俱
が
吉
田
神
道
を
確
立
し
て
い

っ
た
時
期
に
交
流
し
て
い
た
壬
生
（
小
槻
）
晴
富
は
、
文
明
年
間
に

有
名
な
『
続
神
皇
正
統
記
』
を
著
わ
し（

（1
（

、『
正
統
記
』
の
正
統
論
を

北
朝
の
「
正
統
」
性
を
立
証
す
る
も
の
と
し
て
再
解
釈
し
よ
う
と
し

て
い
た
。
ま
た
同
時
期
に
瑞
渓
周
鳳
が
著
わ
し
た
外
交
史
書
『
善
隣

国
宝
記
』（
文
明
二
年〈
一
四
七
〇
〉序
）
に
お
い
て
も
、
冒
頭
で
『
正
統

記
』
の
神
国
論
に
ま
つ
わ
る
箇
所
が
漢
訳
の
上
で
大
幅
に
引
用
さ
れ

て
い
る
。

　

以
上
の
例
か
ら
、
十
五
世
紀
、
と
り
わ
け
文
明
年
間
を
中
心
と
す

る
時
期
は
、
朝
廷
の
人
々
に
よ
っ
て
『
正
統
記
』
の
言
説
が
元
来
の

正
統
論
の
文
脈
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
再
解
釈
さ
れ
て
い
っ
た
転
換
点

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
応
仁
・
文
明
の
乱
以
後
、
公
事
が
停
滞

し
朝
廷
が
解
体
し
て
い
く
な
か
で
、「
古
典
主
義
運
動
」
が
起
こ
り
、

古
典
、
と
り
わ
け
「
日
本
紀
」
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
と
さ

れ
る
が（

（1
（

、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
日
本
の
本
来
的
な
あ
り
方
を

め
ぐ
る
『
正
統
記
』
の
言
説
が
改
め
て
求
め
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

三
、
十
六
世
紀
に
お
け
る
『
正
統
記
』
受
容

　

前
述
の
瑞
渓
周
鳳
に
よ
る
『
正
統
記
』
の
受
容
に
は
、
明
経
博
士

の
清
原
業
忠
の
介
在
が
影
響
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
十
五

世
紀
後
半
以
降
の
「
古
典
主
義
運
動
」
の
流
れ
の
な
か
で
、
こ
う
し

た
清
原
家
と
吉
田
家
の
動
向
の
結
節
点
と
な
っ
た
の
が
、
清
原
家
の

養
子
と
な
っ
た
吉
田
兼
俱
の
子
息
、
清
原
宣
賢
で
あ
っ
た
。
室
町
期

に
数
多
く
生
み
出
さ
れ
た
抄
物
は
古
典
講
釈
の
記
録
で
あ
る
が
、
そ

の
記
録
が
伝
承
さ
れ
る
こ
と
で
注
釈
文
献
と
し
て
再
生
し
て
い
く
と

い
う
性
格
を
有
し
て
い
た（

（1
（

。
十
六
世
紀
の
清
原
宣
賢
と
吉
田
家
の

人
々
は
、
こ
の
よ
う
な
講
釈
と
記
録
の
繰
り
返
し
に
よ
り
、『
日
本

書
紀
』
注
釈
と
『
正
統
記
』
受
容
を
伝
承
し
、
近
世
へ
と
引
き
渡
し

て
い
く
役
割
を
果
た
し
た
。

　

宣
賢
の
『
日
本
書
紀
抄
』
は
兼
良
の
『
簒
疏
』
と
兼
俱
の
『
日
本

書
紀
抄
』
を
ふ
ま
え
て
成
立
し
た
抄
物
で
あ
る
。
宣
賢
は
十
五
世
紀

後
半
の
動
向
を
承
け
な
が
ら
、『
正
統
記
』
受
容
を
よ
り
積
極
的
に
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23　十六・十七世紀における『神皇正統記』の受容と正統論の形成

推
し
進
め
て
い
る
。
宣
賢
の
『
日
本
書
紀
抄
』
に
は
『
正
統
記
』
本

文
に
類
似
し
た
箇
所
が
多
く
見
出
さ
れ
る
が
、
以
下
そ
の
主
要
な
例

を
挙
げ
つ
つ
宣
賢
の
受
容
の
仕
方
を
分
類
し
て
み
た
い
。

　

①
皇
統
の
無
窮
性

吾
国
ハ
天
照
大
神
ノ
苗
裔
也　

ナ
ニ
カ
太
伯
ノ
後
テ
ハ
有
ウ
ソ　

似
合
タ
事
ヲ
取
テ
合
タ
物
ソ（

（1
（

唐
ハ
、
伏
犠
以
来
、
数
十
姓
カ
ワ
ツ
タ
ソ　

吾
国
ハ
、
日
神
已

来
今
日
ニ
至
マ
テ
姓
ヲ
カ
ヘ
ヌ
ソ　

日
本
ノ
ウ
デ
ヾ
候
ヨ
終
ニ

姓
ヲ
易
ル
コ
ト
ハ
候
マ
イ
ソ（

（1
（

　

②
三
種
神
器
論

神
道
要
文
ニ
心
不
レ

貯
二

一
物
一

而
不
レ

可
レ

止
二

於
虚
無
一

ト
云 

リ　

神
ノ
内
證
ハ
鏡
ノ
如
シ　

一
物
ヲ
タ
ク
ハ
ヘ
ス
シ
テ
万
像

ヲ
ウ
ツ
セ
リ（

（1
（

神
皇
正
統
記
ニ
モ
、
三
種
ノ
神
器
ノ
世
ニ
伝
ル
ハ
日
月
星
ノ
天

ニ
有
ト
同
シ
物
チ
ヤ
ト
、
カ
ケ
タ
ソ（

（1
（

此
三
種
ノ
神
器
カ
、
神
書
ノ
肝
心
、
王
法
ノ
枢
機
也
…
…
聖
人

ノ
道
ハ
広
ト
云
ヘ
ト
モ
、
此
三
ニ
ハ
不
過
ソ（

（1
（

　

③
応
報
的
歴
史
観

善
コ
ト
ヲ
ス
レ
ハ
善
報
ヲ
得
、
悪
イ
（
事
）
ヲ
ス
レ
ハ
悪
報
ヲ

得
ル
、
報
当
因
果
影
ヒ
ヽ
キ
ノ
如
ク
ニ
有
テ
候（

（2
（

　

④
神
格
の
解
釈

木
徳
ノ
神
四
代
カ
ラ
ハ
水
火
ヲ
具
シ
タ
ホ
ト
ニ
二
神
ツ
ヽ
出
ラ

レ
タ
ソ　

水
火
木
金
土
ト
ミ
タ
ソ　

神
皇
正
統
記
ニ
モ
挙
ラ

レ
タ
ソ（

（2
（

　

以
上
の
よ
う
に
宣
賢
は
、
十
五
世
紀
後
半
以
来
の
『
日
本
書
紀
』

注
釈
の
流
れ
の
な
か
で
、『
正
統
記
』
の
正
統
論
を
構
成
す
る
諸
言

説
を
元
来
の
文
脈
か
ら
分
離
し
、
再
解
釈
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
皇

統
の
無
窮
性
を
め
ぐ
る
言
説
を
積
極
的
に
参
照
し
て
い
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
ま
た
兼
俱
と
同
様
、「
神
道
の
要
文
」
な
ど
と
し
て

『
正
統
記
』
本
文
を
漢
訳
し
引
用
す
る
箇
所
が
あ
る
一
方
、『
正
統

記
』
が
出
典
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
箇
所
も
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る
。
宣
賢
の
段
階
で
は
典
拠
と
し
て
の
『
正
統
記
』
が
改
め
て
意

識
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

か
く
し
て
再
構
成
さ
れ
た
言
説
の
総
体
を
宣
賢
は
「
神
道
」
と
呼

ぶ
。
そ
れ
は
吉
田
兼
俱
以
来
の
「
神
道
」
概
念
の
確
立
を
背
景
と
し

た
解
釈
で
あ
ろ
う
。
他
方
で
宣
賢
に
お
い
て
も
や
は
り
「
正
統
」
と

い
う
概
念
が
見
出
せ
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

吉
田
家
の
当
主
を
継
い
だ
宣
賢
の
子
、
吉
田
兼
右
も
や
は
り
『
日

本
書
紀
』
の
抄
物
で
あ
る
『
日
本
書
紀
聞
書
』
を
残
し
て
い
る
。

『
日
本
書
紀
聞
書
』
で
は
『
正
統
記
』
の
言
説
に
基
づ
く
呉
泰
伯
説

へ
の
批
判
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
宣
賢
の
『
日
本
書
紀
抄
』
の
注
釈
を

継
承
し
て
い
る
面
も
あ
る
。
だ
が
全
体
と
し
て
は
『
正
統
記
』
の
引

用
は
減
少
し
、
皇
統
の
無
窮
性
や
三
種
神
器
論
に
関
す
る
注
釈
も
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
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そ
も
そ
も
吉
田
兼
俱
以
来
、
吉
田
家
は
神
代
以
来
の
「
唯
一
神

道
」
を
継
承
す
る
「
卜
部
正
統
」、
す
な
わ
ち
「
神
代
附
属
の
正
脈

を
続
ぎ
、
神
皇
の
師
範
に
侍
」
る
家
（『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』）
と
し

て
の
意
識
を
有
し
て
い
た（

（2
（

。
し
た
が
っ
て
「
神
道
」
と
い
う
側
面
か

ら
は
天
皇
の
「
正
統
」
が
相
対
化
さ
れ
る
傾
向
性
が
常
に
存
し
て
い

た
と
い
え
よ
う
。
吉
田
家
や
清
原
宣
賢
の
『
日
本
書
紀
抄
』
に
お
い

て
、『
正
統
記
』
を
参
照
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
天
皇
の
「
正

統
」
と
い
う
概
念
が
見
ら
れ
な
い
一
つ
の
理
由
は
そ
の
点
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

と
は
い
え
兼
俱
や
宣
賢
の
場
合
は
依
然
と
し
て
朝
廷
と
の
結
び
つ

き
が
深
か
っ
た
た
め
に
、
皇
統
の
無
窮
性
や
三
種
神
器
論
が
重
視
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
戦
国
大
名
へ
の
唯
一
神
道
の
普
及
と
全
国
の
神

社
・
神
職
の
組
織
化
を
推
し
進
め
て
い
っ
た
兼
右
の
段
階
に
至
っ
て

は
、
も
は
や
そ
う
し
た
天
皇
を
め
ぐ
る
言
説
が
大
き
な
重
要
性
を
持

ち
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
だ
が
宣
賢
や
吉
田
家
の
人
々
の
営

為
に
よ
り
、
そ
の
『
日
本
書
紀
』
注
釈
は
抄
物
と
い
う
テ
ク
ス
ト
と

し
て
十
七
世
紀
へ
と
伝
承
さ
れ
た
。
そ
し
て
現
実
の
吉
田
家
を
超
え

て
、
新
た
な
再
解
釈
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

四
、
十
七
世
紀
に
お
け
る
『
正
統
記
』
受
容

　

十
七
世
紀
に
入
る
と
、
吉
田
家
や
清
原
宣
賢
に
よ
る
『
日
本
書

紀
』
の
抄
物
は
ま
ず
写
本
と
い
う
形
で
伝
え
ら
れ
た
。
寛
永
七

年
（
一
六
四
〇
）
に
は
清
原
宣
賢
の
『
日
本
紀
神
代
抄
』
が
版
行
さ

れ
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
は
兼
良
、
兼
俱
、
宣
賢
ら
の
注
釈

を
あ
わ
せ
た
『
日
本
書
紀
神
代
合
解
』
が
版
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

吉
田
家
に
よ
る
神
職
・
神
社
の
支
配
は
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
の

「
諸
社
禰
宜
神
主
法
度
（
神
社
条
目
）」
の
制
定
を
通
し
て
徳
川
政
権

に
よ
り
公
認
さ
れ
た
が
、
他
方
で
出
版
文
化
の
進
展
に
よ
り
、
広
範

な
層
の
人
々
が
吉
田
家
の
注
釈
や
教
説
に
直
接
触
れ
、
独
自
に
「
神

道
」
を
解
釈
し
て
い
く
よ
う
に
な
り
、
吉
田
家
の
「
家
学
」
の
権

威
は
低
下
し
て
い
っ
た（

（2
（

。
そ
れ
と
並
行
し
て
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）

に
は
『
正
統
記
』
も
版
行
さ
れ
、
よ
り
広
い
層
の
読
者
に
読
ま
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
十
七
世
紀
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』
注
釈
に
と
も
な

う
『
正
統
記
』
受
容
の
例
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
儒
家
神
道
の
先
駆

と
さ
れ
る
林
羅
山
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
羅
山
は
建
仁
寺
で

の
修
行
時
代
に
同
寺
の
塔
頭
・
両
足
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
儒
学
関

係
の
宣
賢
抄
や
兼
俱
・
宣
賢
の
『
日
本
書
紀
抄
』
に
接
し
、
そ
こ
か

ら
多
く
を
学
ん
だ
と
推
測
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
事
実
、
羅
山
の
神
道
関
係

の
著
作
に
は
兼
俱
・
宣
賢
の
『
日
本
書
紀
抄
』
と
そ
れ
ら
を
媒
介
と

す
る
『
正
統
記
』
受
容
の
形
跡
が
見
ら
れ
る
。

　

た
と
え
ば
小
浜
藩
主
・
酒
井
忠
勝
の
求
め
に
応
じ
て
著
わ
し
た

『
神
道
要
語
』
で
は
、「
神
道
要
文
」
と
し
て
「
心
不
貯
一
物
而
不
可
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25　十六・十七世紀における『神皇正統記』の受容と正統論の形成

止
於
虚
無（

（2
（

」
と
い
う
一
節
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
兼
俱
・
宣
賢

の
『
日
本
書
紀
抄
』
に
見
ら
れ
る
漢
訳
さ
れ
た
『
正
統
記
』
の
文
章

で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
忠
勝
の
た
め
に
著
わ
し
た
『
神
道
伝
授
』
に

は
、「
此
三
の
内
證
は
、
鏡
は
智
な
り
、
玉
は
仁
な
り
、
剣
は
勇
な

り
。
…
…
此
三
光
あ
り
て
天
地
あ
き
ら
か
な
る
こ
と
く
に
、
三
種
の

神
器
そ
な
わ
り
て
王
道
お
さ
ま
る（

（2
（

」
と
い
う
三
種
神
器
論
が
見
ら
れ

る
。
こ
れ
も
兼
俱
・
宣
賢
の
『
日
本
書
紀
抄
』
に
お
け
る
『
正
統

記
』
受
容
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
後
者
の
三
種
神
器
論
は
羅
山
に
お
い
て
社
家
の
「
卜
祝
随

役
神
道
」
と
は
区
別
さ
れ
る
「
王
道
」
と
し
て
の
「
理
当
心
地
神

道（
（2
（

」
の
中
核
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
言
説
は
兼
右
の
『
日
本

書
紀
』
注
釈
で
は
消
失
し
て
い
た
が
、
羅
山
は
そ
れ
を
近
世
の
大
名

層
の
需
要
に
応
じ
て
、
一
つ
の
政
治
倫
理
と
し
て
再
解
釈
し
、
復
活

さ
せ
た
の
だ
っ
た
。

　

同
様
の
『
正
統
記
』
受
容
と
再
解
釈
は
、
同
じ
く
大
名
層
と
の
関

わ
り
の
な
か
で
政
治
倫
理
と
し
て
の
「
神
道
」
を
説
い
た
山
鹿
素
行

や
吉
川
惟
足
に
も
見
ら
れ
る
が
、
よ
り
歴
史
的
に
重
要
な
意
味
を
持

つ
の
は
山
崎
闇
斎
の
例
で
あ
ろ
う
。
闇
斎
も
ま
た
『
正
統
記
』
の
言

説
を
政
治
倫
理
と
し
て
の
「
神
道
」
へ
と
再
解
釈
し
て
い
っ
た
。
し

か
し
闇
斎
と
羅
山
と
の
差
異
は
、
闇
斎
が
「
正
統
」
と
い
う
概
念
を

重
視
し
た
こ
と
に
あ
る
。
た
と
え
ば
「
藤
森
弓
兵
政
所
記
」（
寛
文
十

一
年〈
一
六
七
一
〉）
で
闇
斎
は
「
六
合
の
内
、
五
気
の
行
は
る
ゝ
、
清

有
り
濁
有
り
、
美
有
り
悪
有
り
。
而
し
て
我
が
国
の
秀
で
た
る
、
土

金
の
盛
ん
な
る
、
開
闢
以
来
、
神
皇
正
統
、
永
く
聯
聯
た
り（

（2
（

」
と
述

べ
る
。

　

闇
斎
の
『
日
本
書
紀
』
解
釈
に
は
兼
俱
の
『
日
本
書
紀
抄
』
と
の

共
通
点
が
多
く
見
出
さ
れ
る
が
、
闇
斎
は
そ
の
よ
う
な
言
説
を
「
神

皇
正
統
」
の
連
続
性
を
中
核
と
す
る
「
神
道
」
と
し
て
再
構
成
し
て

い
る
。
十
五
世
紀
後
半
以
来
『
正
統
記
』
の
正
統
論
の
文
脈
か
ら
切

り
離
さ
れ
再
解
釈
さ
れ
て
き
た
言
説
が
、
朱
子
学
の
正
統
概
念
を
背

景
と
し
て
、
こ
こ
で
新
た
な
正
統
論
と
し
て
再
構
成
さ
れ
た
と
も
い

え
よ
う
。

　

し
か
し
そ
れ
は
無
論
『
正
統
記
』
の
正
統
論
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

闇
斎
に
お
い
て
は
神
器
の
象
徴
を
通
じ
た
天
皇
へ
の
君
徳
の
要
請
と

い
う
契
機
は
後
景
に
退
き
、
む
し
ろ
道
徳
性
を
超
え
た
神
器
の
保
有

に
よ
る
皇
統
の
連
続
性
を
強
調
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
神
器

正
統
論
に
よ
り
「
正
統
」
の
連
続
性
を
立
証
し
よ
う
と
し
た
水
戸
藩

の
『
大
日
本
史
』
と
も
共
通
す
る
動
向
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
よ

う
な
正
統
論
の
再
形
成
は
、
十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
に
か
け

て
の
『
正
統
記
』
の
正
統
論
の
解
体
と
再
解
釈
を
経
た
か
ら
こ
そ
可

能
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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お
わ
り
に

　

闇
斎
学
派
に
至
る
十
七
世
紀
の
『
正
統
記
』
受
容
と
正
統
論
の
形

成
は
従
来
か
ら
着
目
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
淵
源
は
お
お
よ
そ
十
五

世
紀
後
半
に
始
ま
る
『
正
統
記
』
の
言
説
の
再
解
釈
に
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
か
か
る
中
世
の
潮
流
を
近
世
へ
と
受
け
渡
し
た

の
が
、
十
六
世
紀
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』
注
釈
の
営
為
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
注
釈
の
集
積
と
い
う
営
み
が
持
つ
意
義
と
、
中
世
と

近
世
を
架
橋
し
た
十
六
世
紀
の
役
割
を
再
確
認
さ
せ
る
。

　

こ
れ
は
同
時
に
、
闇
斎
学
派
に
お
い
て
と
り
わ
け
顕
著
な
日
本
の

本
来
性
の
再
発
見
が
、
十
七
世
紀
特
有
の
状
況
の
み
を
背
景
と
し
て

出
現
し
た
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
は
応
仁
・
文
明
の
乱
以
後
の
思

想
動
向
を
引
き
継
ぐ
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
だ
が
、

無
論
十
七
世
紀
の
解
釈
に
は
当
時
の
状
況
を
反
映
し
た
面
も
あ
る
。

特
に
闇
斎
に
お
け
る
道
徳
性
を
超
越
し
た
「
正
統
」
へ
の
忠
誠
は
十

六
世
紀
の
言
説
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
十
七

世
紀
以
降
の
「
近
世
的
な
も
の
」
の
萌
芽
が
見
出
さ
れ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

注
（
1
）	

土
田
健
次
郎
「
朱
子
学
の
正
統
論
・
道
統
論
と
日
本
へ
の
展

開
」（
吾
妻
重
二
編
『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

東
ア
ジ
ア
世
界
と
儒

教
』
所
収
、
東
方
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
。

（
2
）	

十
六
・
十
七
世
紀
に
お
け
る
『
神
皇
正
統
記
』
受
容
史
に
つ
い

て
は
拙
著
『「
神
国
」
の
正
統
論

─
『
神
皇
正
統
記
』
受
容
の
近

世
・
近
代
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
九
年
）
で
も
論
じ
た
が
、
不

十
分
で
あ
っ
た
。
本
報
告
は
そ
の
議
論
の
拡
充
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
。

（
3
）	

以
下
、『
正
統
記
』
か
ら
の
引
用
は
『
神
皇
正
統
記
』（
岩
波
文

庫
、
一
九
七
五
年
）
に
よ
る
。

（
4
）	

『
正
統
記
』
の
正
統
論
に
つ
い
て
は
山
田
孝
雄
「
神
皇
正
統
論
」

（『
神
皇
正
統
記
述
義
』
所
収
、
民
友
社
、
一
九
三
二
年
）、
石
井
紫

郎
「
中
世
の
天
皇
制
に
関
す
る
覚
書

─
愚
管
抄
と
神
皇
正
統
記
を

手
が
か
り
と
し
て
」（『
権
力
と
土
地
所
有
』
所
収
、
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
六
六
年
）
や
河
内
祥
輔
『
中
世
の
天
皇
観
』（
山
川
出
版

社
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
5
）	

久
野
俊
彦
「『
神
皇
正
統
記
』
と
天
正
紀
東
国
僧
の
聖
教
典
籍

書
写

─
下
野
国
金
剛
定
寺
祐
俊
の
活
動
を
中
心
に
」（
下
野
近
世

史
研
究
会
編
『
近
世
下
野
の
生
業
・
文
化
と
領
主
支
配
』
所
収
、
岩

田
書
院
、
二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。

（
6
）	

岡
田
莊
司
「
日
本
書
紀
神
代
抄 

解
題
」（『
吉
田
叢
書 

第
五
編 

日
本
書
紀
神
代
巻
抄
』
所
収
、
吉
田
神
社
、
一
九
八
四
年
）
一
〇
頁
。

（
7
）	
『
神
道
大
系 

古
典
註
釈
編
三 

日
本
書
紀
註
釈
（
中
）』（
神
道

大
系
編
纂
会
、
一
九
八
五
年
）
三
〇
四
頁
、
原
漢
文
。
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27　十六・十七世紀における『神皇正統記』の受容と正統論の形成

（
8
）	

『
吉
田
叢
書 

第
五
編 

日
本
書
紀
神
代
巻
抄
』（
吉
田
神
社
、
一

九
八
四
年
）
二
〇
八
頁

（
9
）	
同
右
、
二
〇
七
頁
。

（
10
）	
同
右
、
一
二
〇
頁
。

（
11
）	

岡
田
前
掲
「
日
本
書
紀
神
代
抄 

解
題
」
五
〇
─
五
二
頁
。

（
12
）	

河
内
祥
輔
・
新
田
一
郎
『
天
皇
の
歴
史
4 

天
皇
と
中
世
の
武

家
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
八
年
）
三
〇
八
─
三
二
二
頁

（
新
田
執
筆
箇
所
）、
芳
賀
幸
四
郎
「
公
家
社
会
の
教
養
と
世
界
観

─
室
町
中
期
に
お
け
る
古
典
主
義
運
動
の
展
開
」（『
東
山
文
化
の

研
究
』
所
収
、
河
出
書
房
、
一
九
四
五
年
）。

（
13
）	

田
中
健
夫
『
中
世
海
外
交
渉
史
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
五
九
年
）
一
五
六
─
一
五
七
頁
。

（
14
）	

原
克
昭
『
中
世
日
本
紀
論
考
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
二
年
）
一

三
二
頁
。

（
15
）	

小
林
千
草
『
清
原
宣
賢
講
「
日
本
書
紀
抄
」
本
文
と
研
究
』

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
一
四
頁
。

（
16
）	

同
右
、
一
七
四
頁
。

（
17
）	

同
右
、
三
七
頁
。

（
18
）	

同
右
、
一
〇
五
頁
。

（
19
）	

同
右
、
一
七
二
頁
。

（
20
）	

同
右
、
二
一
三
頁
。

（
21
）	

同
右
、
一
七
頁
。

（
22
）	

『
神
道
大
系 

論
説
編
八 

卜
部
神
道
（
上
）』（
神
道
大
系
編
纂

会
、
一
九
八
五
年
）
七
八
頁
。

（
23
）	

原
前
掲
『
中
世
日
本
紀
論
考
』
一
六
四
─
一
六
五
頁
を
参
照
。

（
24
）	

今
中
寛
司
「
清
家
神
道
か
ら
理
当
心
地
神
道
へ
」（『
季
刊
日
本

思
想
史
』
五
号
、
一
九
七
七
年
）
一
〇
二
─
一
〇
三
頁
。

（
25
）	

『
神
道
大
系 

論
説
編
二
〇 

藤
原
惺
窩
・
林
羅
山
』（
神
道
大
系

編
纂
会
、
一
九
八
八
年
）
四
二
〇
頁
。

（
26
）	

『
神
道
伝
授
鈔
』（『
神
道
大
系 

論
説
編
二
十 

藤
原
惺
窩
・
林

羅
山
』
所
収
、
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
八
年
）
三
三
〇
頁
。

（
27
）	

同
右
、
三
四
三
─
三
四
四
頁
。

（
28
）	

『
新
編 

山
崎
闇
斎
全
集
』
第
一
巻
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
七
八

年
）
六
一
頁
、
原
漢
文
。

�

（
神
戸
大
学
講
師
）
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